
①　以下の文章を読みながら「さ・し・す・せ・そ」に ○（まる）をつけてください。


にんちしょうしさくすいしんかんけいかくりょうかいぎにおいて、
「にんちしょうしさくすいしんたいこう」をれいわがんねんろくが
つじゅうはちにちにとりまとめました。 
にんちしょうになってもすみなれたちいきでじぶんらしくくらしつ
づけられる「きょうせい」をめざし、「にんちしょうばりあふりー」
のとりくみをすすめていくとともに、「きょうせい」のきばんのも
と、かよいのばのかくだいなど「よぼう」のとりくみをせいふいち
がんとなってすすめていきます。「きょうせい」とは、にんちしょ
うのひとが、そんげんときぼうをもってにんちしょうとともにいき
る、また、にんちしょうがあってもなくてもおなじしゃかいでとも
にいきる、といういみです。 
「よぼう」とは、「にんちしょうになるのをおくらせる」「にんち
しょうになってもしんこうをゆるやかにする」といういみです。 

②　各仮名の個数を数えて、数を書いてください。


さ　　　し　　　す　　　せ　　　そ


③　何について書かれた文章でしたか？口頭で教えてください。
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